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は じめに

「ひか りのさとの会」は、知的障害者通所更生施設 「愛光園」の実践を母体 として、やがて、

成人の入所型施設が必要視 された ことを受けて設立 された法人愛光園の後援会組織 である。最初

は、「愛光園」利用者の保護者が中心 となって設立 されたのであるが、その後、会の活動のなか

で設置 された 「ひか りの さと ・のぞみの家」(身 体障害者療護施設)お よび 「ま どか」(知 的障害

者入所更生施設)の 利用者 の保護者が中心とな り、今 日に至っている。

この 「ひか りの さとの会」が掲げる理念は、法人愛光園全体の理念であ り、それは法人が抱え

る全ての施設の基本的実践理念 として位置づけ られ るものであるといえる。

「愛光園」の実践研究については、その研究 目的 と内容 ・方法についてすでに報告 してい る

が(1)、再度その 目的を確認 しておきたい。

「愛光園」は、2004年 で設立後39年 を迎える施設であ り、愛知県下で初めての重度 ・重症障害

者 の通所型施設 として発展 してきたものである。 この歴史は、わが国の障害者福祉政策の歴史で

もあ り、ひいては愛知県における障害者福祉対策充実の歴史でもあった。その実践 レベルの高さ

は高 く評価 されてお り、それは創設者であ り初代施設長の皿井寿子のみな らず前施設長の廣瀬治

代をは じめとした、愛光園職員全員の絶 え間のない努力 と献身的な労働、そして多くの賛同者 に

よって支えられてきたのである。

本研究は、歴史的に愛知県の障害者福祉対策の進展に大きな役割を果た してきた 「愛光園」が

新たな出発 の時を迎えるにあたって(2)、 これまで 「愛光園」が果た してきた社会的役割 を明 ら

かにするとともに、その実践の理論的裏付けを行 うことを通 して、これまでの運動や実践を検証

し、その問題点 と今後のあり方を探 ることを目的 としている(3)。

そこで研究の展開 としては以下のよ うな柱を考えている。

まず第一に、社会福祉法人愛光園全体の基本的な設置及び実践理念 を明 らかにす る。

第二に、それに基づき、 「愛光園」を中心に、社会福祉法人愛光園 と各施設 の設立の契機及び

経緯 について、歴史的に明 らかにする。

第三に、「愛光園」のもつ独 自性に着 目しつつ、その運動 ・実践内容を整理 し、設立理念 との

整合性 を検証する。具体的には、個々人に対す る個々の実践の検証である。それ は、実践の歴史

的な変遷も含 めて今 日の実践が、「愛光園」の理念の どの部分の具現化なのか、あるいは、個 々

人に設定された到達 目標 とそれに向けての実践内容の検討である。



そ して第四には、後援会組織 としての 「ひ か りのさとの会」のあ り方の検証である。 「愛光

園」は、その設立には保護者 を含む多くの人々の協力があった。それが団体 としての機能 を持つ

基盤であった といえるが、 この設立の経緯 が組織の性格 を規定す ることか ら、「ひか りの さとの

会」が、真の意味で運動体としての機能を有 してきたのか、あるいは相互扶助的な機能であった

のか、そ して今後 どのよ うな役割 を担 うべ きなのかを明 らかに していくものである。

拙論は、この第四番 目の研究課題に迫 るものであ り、「愛光園」の実践に関わった多 くの人の

存在 にも目を向け、それ らの人々の協力によって展開 してきたことと関連 させなが ら、 「ひか り

の さとの会」の活動内容を検討 してい くものである。

その意味で、末尾の年表には、「愛光園」年表(4)を 一部修正するとともに、「ひか りのさとの

会」およびそれ らの活動に関わってきた人々の協力の様子 も含めて掲載 している。 この ように、

周囲の賛同者の存在に着 目す る理由は、福祉施設の設置やその実践には、必ず多 くの人々の協力

があるはずであるが、施設研究の中では、 こうした周囲の人々との関係にまで 目を向けて分析 を

行 うことが少ないこと、そ して、 とくに 「愛光園」の実践には、後援会組織 をは じめ多 くの賛同

者の存在が無視できないほど大 きな役割 を果た してきているからである。

この年表は、小松祐子が中心 とな り作成 したものであ り、以下の資料を参考に している。

・「愛光園だより」創刊号～

・皿井寿子 『光をみつめて』風媒社1986 .7

・「ひか りのさと」創刊号～

・ひか りのさとの会 『ひか りの さと一ひか りのさとの会10周 年記念誌』1984 .5

・ひか りのさとの会 『ひか りの さと一ひか りのさとの会20周 年記念誌』1994 。5

・ひか りの さとの会 『ひか りのさと-ひ か りの さとの会30周 年記念誌』(2004.1現 在の原稿 を

借用)。

1.「 ひか りの さとの会」のこれまでの変遷

① 「ひか りのさとの会」の変遷

「ひか りのさとの会」は、2004年 で30周 年を迎 える組織である。 この会のこれまでの変遷 をみ

ると、大きく3つ に時期区分ができる。

まず第一期は、1974年 に 「ひか りのさとの会」が発足 してか ら、1985年 頃までの時期である。 こ

の時期は、愛光園の利用者が成人 になってか ら後のことを考え、成人 「施設」の設置を目指 して

集まった人によって 「ひか りの さとの会」が設立 され、その後、施設の建設に向けての活動 を展

開 していく時期である。掲載 している年表にもあるよ うに、「ひか りの さとの会」が発足 した翌

年、1975年 には重度身体障害者の施設 として 「ともしびの家」を設置 し、1976年 には男女の独身

寮を設置す る。そ して、1978年 に重度身体障害者療護施設 「のぞみの家」を建設 し、1981年 に職

員宿舎を建て、1985年 には知的障害者更生施設 「まどか」を建設す るのである。 こ うして現在の



法人愛光園が所有す る障害者施設が整備 され ることになる。

こうした施設設置の活動のなかで、「ひか りのさとの会」には、広報、農業、施設研究委員会

が置かれ、それぞれの役割において各委員会 メンバーが中心 となって、各施設への支援活動を行

ってきたのである。また少 し遅れて、1978年 になると、ボランテ ィア ・行事委員会 も発足 し、ボ

ランティア活動の組織化や支援 を始めるのである。 さらに1985年 には共同購入委員会が発足 し、

食料品を中心 とした物品の共同購入活動を手がけていくのである。

以上の状況か ら、1985年 頃までの 「ひか りのさとの会」は、成人施設の設置に向けて多くの活

動を展開 してきたのであ り、その活動の中心は、前半では重度身体障害者の施設づくりであ り、

後半は重度知的障害者の入所施設 の設置にあったといえる。すなわち、この時期は、施設づ くり

とい う目標に向かって、多くの人の賛同 と協力を得 ながら活動を行 ってきたのである。 もちろん

そこでは、会員集 めと、施設建設のための資金集めが大 きな課題 となっていた。

さて、「ひか りの さとの会」の第二期は、1986年 頃から1991年 頃の時期である。 この時期は、

養護学校卒業後の問題がクロー スア ップされ、愛光園も成人施設へ転換す る時期である。 また、

「ひか りのさとの会」では、成人施設の問題に関連 してグループホームな どの設置 をめざす方向

での展開がいわれてい る。すなわち、 この時期は、「ひか りの さとの会」 としては、それ まで設

置 してきた施設への支援を行 いつつ、地域生活支援への準備期に当た るといえる。具体的に作業

所やグループホームが開所 され るのは、この後の第三期に当たるが、 この第二期は、そのための

準備期 と位置付けることができる。 下.

そ して第三期が、概 ね1992年 頃から現在に至る時期である。 この時期には、1992年 の 「ひか り

の さとファーム」(心 身障害者小規模授産施設)の 開所、グループホー ムの 「戸田ホーム 」の開所

等にみ られ るよ うに、「愛光園」 「のぞみの家」「ま どか」等の各施設 に関連 した地域生活支援事

業が行われ、作業所や グループホームがそれぞれ独 自の実践を展開 し、利用者の活動の拠点作 り

へ と発展 してい く時期 である。 しか し、一方で、「ひか りの さとの会」 としては、それまでの施

設設置に向けての活発な活動は成 りを潜 め、相対的に活動の低迷 を招いてきた時期でもあるとい

える。

この時期にお ける 「ひか りの さとの会」の動 きについての分析 は別の機会に譲るが、今 日2003

年度 からスター トした法人愛光園の内部構造の抜本的改革計画になかでも、この後援会組織 とし

ての 「ひか りの さとの会」に関.しては手つかずになっているのが現実である。その意味で も、ま

た法人愛光園全体の改革によって、さらに新たな方向性が見えてくるものと考えられ るが、そ う

した昨今の動向をも、それまでの法人愛光園の各種施設の単独での事業の実施の結果であ り、当

初求め られた基本理念の実践が、混迷 してきていることの証左であるといえる。 したがって、今

後の新たな方向を模索 してる昨今であるがゆえに、それまでの経緯 を整理 し、その時々の担って

きた役割 と存在意味を明確にす ることが重要であるといえる。

② 協力者の存在



「ひか りの さとの会」には、つねに多くの賛同者の協力がある。それ らは、愛光園設立の当初

から、団体であった り個人であった りと、その形態は様々であ り、協力の内容 も種種の活動があ

る。 「ひか りの さとの会」が発足す るまでの支援 としては、資金の寄付行為や建築会社等による

建物の建築やその修繕等 といった協力、および物品の寄贈に関す る協力が多いのが特徴である。

そ して 「ひか りのさとの会」が発足 してか らは、 もちろんこ うした個人や団体の寄付等による

協力が引き続き行 われていくことは同様であるが、一方、特定のボランテ ィア団体による、定期

的な援助活動が展開 されてくることが大きな特徴 といえる。

この中で、「ひか りのさとの会 」の中に組織 されたボランテ ィア委員会が 「のぞみの家」 を中

心 とした施設へのボ ランティアの受入に対応 してお り、必要に応 じてボランティ アスクールやワ

ー クキャ ンプも開催 している
。 このボランティア委員会の考え方について、 「ボ ランティアをす

る事はかわいそ うだか らしてあげるのではな く、助けあ う事だ と思います。助けあってそれぞれ

の人が個性的に自己実現 していく社会がひか りの さとであ り、その輪を広げてい くのがひか りの

さとの会の運動であ り、ボ ランティア委員会の運動であ」(5)ると述べ られ ている。施設の利用者

とボランティアの相互の助 け合い活動 としてボランティアを位置付けているといえる。ボランテ

ィア委員会が設置されてか らの6年 間のこの委員会の活動 をまとめたものが表1で ある。

また年表か らもある特定の団体が継続的に協力 していることが うかがえる。た とえば、少林寺

拳法名東支部、立正校正会、一休 さんグループ、五十三会な どの団体は、各種行事の実行に多 く

関わっていた団体である。一方、三菱重工労働組合、 日産 自動車労連、 自動車労連等の団体も一

定期間定期的に関わってきている。 これ らの団体の協力 とい うのは、先の各種 グループや個人の

支援に比較 して、物品や建物の寄贈などによる関わ りが中心をな している とい う特徴がある。 こ

のような労働組合などによる協力は、1985年 頃までにその多がく見 られるが、1980年 代後半か ら

は、 こうした団体か らの支援 は減少 し、 「ひか りのさとの会」そのものの活動 の焦点が、助成金

の申請に向けられてい くとい う経過的特徴がある。 こうした状況については、また別に機会に詳

細に整理 ・分析 してい くことにす る。

2.設 立の契機と基本の願いー-1985年頃までの活動を考 える

1974年 に 「ひか りのさとの会」ができるまでの状況は、皿井が始めた 「愛光園」で重度障害児

に対する実践 を行 っていたのみであった。 「愛光園」での実践を支 えたのは、年表に もあるよ う

に、多 くの人々や団体の協力であった。それは資金の寄付であった り、具体的な備 品の寄付や提

供であった り、あるいは建物の建設に関わる協力であった りと、小学生か ら大人までの広い範囲

の協力を取 り付けていたのであ る。そのような協力によって、「愛光園」での皿井の実践が展開

され、1972年 には肢体不 自由児施設 としての認可 も受 け、翌1973年 には法人愛光園の設立認可を

受 けたことで、その後の実践の広が りの契機 となるのである。

しか し一方で、「愛光園」が福祉施設 としての形態 を作 り上げ ることで、利用者 の将来の成人



表1　 ボランテ ィア委員会の活動内容



後の生活 ・活動の場の問題が顕在化することになる。

「ひか りの さとの会」の設立者の皿井は、当時の ことを、「成人 した者が、親を離れて一人 り

立ちしてい くよ うに、障害者でも自分達の生き方を考え、生 き甲斐を見出せ る処で、 くらしたい

と願 っています。単なる収容隔離の施設でなく、親 も兄弟も地域社会の人々も共に交わ りつつ、

助けあいなが ら生きていける、自給 自足のできる施設でない施設がほ しい」 とい う思いから、場

所 をさが していた、 と回想 している(6)。

そ してその時の協力者が 日高昇であった。東浦町の6万 坪にお よぶ農場を無償で提供 して くれ

たことによって、皿井 の夢の実現に向けて動き出すのであ り、「ひか りの さとの会」は、こ うし

て施設設置に向けての活動 を展開するための組織 として誕生するのである。

皿井は、 この 「ひか りのさとの会」設立への思いをひ とつの理想図 として、そ して堅持 してい

きたい願 いを 「基本の願 い」 として表 したのである。 それが、その後の 「愛光園」 をは じめ とし

て、法人愛光園がもつ実践理念 として、表現の仕方は多少変わってきているものの、内容的には

そのまま今 日まで引き続 き維持 されてきたものである。

皿井が、当初、集 まって くれた人々に示 した 「基本の願 い」は以下のよ うな文章であった(7)。

「1.障 害があろ うとなかろ うと、人間 として生 きることの尊 さをみつめ、お互いに助けあい、

許 しあいつつ、共に生きていこうとする人々に集 まっていただきたい。

1.ど んな重い障害があっても、その人にふ さわ しい住居や設備、働き、生き方を考え、自

己実現できる状態に したい。

1.自 給 自足を基本的な生き方 として、手づ くりの心を忘れずに、ぜいた くをせず、無駄使

いをつつ しみ、物を生か しきる生活に したい。

1.各 人の信仰、思想 は尊重 し、個人の生活 も大切に したいが、ひか りの さとの住人 として

は、すべて白紙の状態で、理想にむかって共に歩んでいきたい。

1.ひ か りの さとが単なる閉鎖的な小社会になって しま うのでなく、地域社会 とのつなが り

をもち、人間社会の一つの理想 として輪を広げてい くことのできる中核 としたい。

1.理 想をめざして、お互いの意見を語 りあい、謙虚な気持 ちをもって実行 にうつ していき

たい。

1.経 営者 と労働者 、管理者 と収容者 とい う対立をなくし、共に生 きる者 として、同じ立場

にたって考えあ うあり方に したい。」

そ して、「障害者 のための施設づく りとい うよ りは、人 間としての理想郷 を夢みたことにな り

…(略)… 自覚 した人達が、共通のねがいの もとに一致 してつ くりあげてい くものであ りたい と思

います。」 と結んでいる。

また、「ひか りの さと」 とい う、名称 についても皿井は、「誰 もの心が、ふとそこへ もどりた く

な るような、暖 かい愛 の光のふるさととなることがで きます よ うに。又、『この子 らを世 の光

に』 とその理想の光をかかげ られた、故近江学園園長、糸賀一雄先生のいわれたように、地域社



会の大 きな運動の中核 として働 くことができます よ うに。」 とい う願 いをこめて命名 したもので

あると語 っている(8)。

こうして生 まれた 「ひか りの さとの会」は、今後のプ ランを策定 しつつ、会の運営に関 して

1974年7月 には、広報、農業、施設研 究委員会を設置 して具体的活動を行ってい くのである。 さ

しあた っては、三菱重工労組による募金 を資金 としてプレハブの 「ともしびの家」 を建設するこ

とにし 、一方で、広大な土地の利用方法につ いて検討 を始めていく。 同年10月 例会において、農

場活用の基本方針が決定 されている。 その基本方針 は、「一、自給 自足を第一 目的 とし、余力が

あれ ば利益 をあげることを考える。一、農薬や科学肥料は用いず、自然農法を採用す る。一、当

面使用可能な4千 坪の土地(将 来施設建設予定地)は 畑 と して使用す ることとし、まず堆肥作 り

(刈草 と牛糞 を混合 して作る)か らとりかか りたい。」 とされている(9)。そ して皿井は、この時

「食料は人間が生きる基本として、ひか りの さと住人及び会員は、ひとりひとりが土にふれ あい、

土を生かす ことを通 じて農業に参加す ることに したい」 と延べ、農業に対す る基本的姿勢 を表明

している。食料が人間が生きる基本であるとう視点は、これ も先の 「基本の願い」 と同様に、糸

賀一雄思想の一環である。

また、この時、廣瀬は、「ひか りの さと療護施設への夢」 と題 した文章のなかで、今後取 り組

んでいくべき療護施設設置に向けての基本的な姿勢について述べている。そ こでは、 「『ひか りの

さと』がめざしている施設は・基本的には重度 も軽度 もなく、その人にとってふ さ診 しく、のび

のびと自己実現のできる場であり、その人にふ さわしい住居 ・設備 の考えられた場であ りたい」

とし、その最期に 「あくまでも主体は私たち。法律の言いな りになるのではあ りません。法律で

は人間の生活が守れない点がどんどん出て来た ら、 これをとお して、法律を変えるところまで発

展 し、第二、第三、第四 … のひか りのさとが出来あが るよう努力 したい」(10)としている。す

なわち、あ くまでも施設の利用者が主体 とな り、各人がそれぞれに合わせた形で 自己実現が図れ

るよ うな施設を設置 し、それによって、法律 をも変えるもの として発展 させてい こうとする意志

の表明であったといえる。

このよ うな 「ひか りの さと」の理念を施設建設 に盛 り込むためには、単に施設を作るとい う発

想ではなく、本 当にその理念を具現化できるよ うな施設を設計、建築 しなければな らない。その

ためには、設計の段階か ら、「ひか りのさとの会」の理念 を理解 し、利用者や その保護者、職員

等のそれを使って生活を営んでい く人々の実態を理解 してお く必要があるのである。 この療護施

設建設に携わってくれた設計士が、「ひか りのさと」の考 え方に共鳴 し、一緒 に既存の施設の見

学 に行った りと、積極的に取 り組んで くれ る設計士にと巡 り会った ことが、「ひか りのさと」の理

念 を具現化できる施設の建設 を可能 とした とい える。

1976年6月 例会における設計士の説明にその考 え方 と取 り組む姿勢が うかがえる。そ こでは、

設計上の留意点について、「『管理 しやすい為の施設ではなく、ホームの雰囲気が出るよ うに考え

た』 と4つ のグルー ピングを説明。『収容 され る』 とい う考えでな く、『自分たちの家』 とい う考



えです。…(略)… 『施設ではなく、家を創 る、とい う考 えに立つ と、建築学的なプ ランだけでは

できず、みんなの考 えを寄せ集めて創っていかねば出来あが らない。設計者 としてでなく、仲間

の一員 として参加 したい」(ωと語っている。

この よ うな、 自らもその一員であるとい う視点が、「生活の場」としての施設のあ り方 を追求

し、他人 ごとではなく自分の こととして、また皿井や廣瀬 が述べ ている 「ひか りの さと」の理念

に共鳴 し、それを具現化するべ く施設の設計を可能 としたのである。このよ うな人に巡 り会 えた

ことは、 「ひか りのさとの会」に とって幸運であった といえるが、それは、決 して偶然のこ とで

はなく、それ までの 「愛光園」の実践 とそこに関わってきた多くの人々の協力の延長線上での こ

とであったといえる。人 とのつなが りがいかに重要であるかを物語る出来事であった といえる。

廣瀬は、この点について、「『ひか りのさと』の計画は、法律一本槍で考 えていたな らば決 してで

きない し、もうけ第一に考えた ら、不安でこれ も又できないことと思います。そのよ うなものを

越 えた人間同志のぶつか りあい、心のぶつか りあいの中か ら生まれてくるものが、真物であるの

ではないか。それ は人 と人との出会いで しかない とも言える」 とし、「療護施設の具体的な仕事

の第一歩が、 このような素晴 らしい人 との出会いであった とい うことは、何物にも優 ることと感

謝 したい と思 うのです」(12)と述べている。

このよ うな療護施設建設に向けて動き出す とともに、1976年6、 月にはプ レハブの 「ま どか」が

完成 し、療護施設建設資金確保のために自転車振興会等の各種補助金申請 を行ってい く。また、

資金獲得の意味も込めてバザーを行 う。 これ以降バザーは 「ひか りのさとの会」の行事 として毎

年行われ るのであるが、図1は 、第一回 目のバザーから1985年 度のバザーまでの収益金の推移を

表 したものである。多少の上下はあるものの順調にその売 り上げを伸ばしていることがわか る。

こうして得 られた資金が 「のぞみの家」や 「ま どか」の建設 ・運営資金 として使われてい くこと

になる。

図1 年度別にみたバザー収入の推移



このよ うな努力の結果、1978年4月 に 「ひか りの さと ・のぞみの家」が完成す るのである。 そ

の間、時を同 じくして重度知的障害者のための作業所の問題が 「ひか りの さとの会」の例会で問

題 となってきている。

そ して1980年 には職員宿舎の建設が行われ、1983年 には、知的障害者更生施設である 「ま ど

か」の建設に向けて動き出すのである。

この ように、「ひか りのさとの会」は、療護施設、更生施設の建設や独身寮な どの生活 ホーム

づ くりに向けて、バザーや、各種助成金申請 などの活動を行い、建設資金や運営資金の確保に大

きな役割 を果た してい くのである。

しか し、この間、「ひか りのさとの会」自体が決 して順調に発展 してきた とは言い難いのも事

実である。

図2 年度別にみた 「ひか りの さとの会」会員数の推移

図2は 、1974年 の 「ひか りの さとの会」発足時か ら1985年 までの会員数の推移 を表 した もので

あるが、74年 度か ら徐 々に増加 しっつも、1980年 度 を境に減少傾向にある。また毎回の役員会や

例会においても 「ひか りのさとの会」のあ り方や会員数のことが話題 となってきている。会員数

が増加 している1978年3月 の例会では、「会の基本理念は、一人一人の人を大切 にす ること、であ

る以上、例会の発言は大切にと りあげていかねばな らない し、何で も話 し合える雰囲気をつ くっ1

ていかねばな らないのではないか。又、会 として とりあげた問題へのとりくみ方 も、有名無実で

あってはならない。…(略)… これか らは、今まで以上に難 しい問題が出て来 ることが必至ですが、

徹底的に話 し合い、ひか りのさとの理念 を追求 していくべき努力 を惜 しまないよ うに しよ うと決

意」 した ことが述べ られている(13)。また、会員数が減少 し始めた1982年2月 の役員会でも、 「ひ

か りか りのさとの会」のあ り方が話題 となっている。そこでは、「行事 との関係、ワークキャンプ

や、農業の問題 など、 どれ一つ をとっても、会員の集ま りが減少 し、当初の会全体でぶつかった

燃 えるよ うなとりくみが稀薄になったのは何故か。 のぞみの家の存在 にばか り閉 じこもりす ぎて

いないか、もっ と広 く手をつなぐ努力をしなければならないのではないか、等できあがったもの



を守 り育ててい くことの困難 さと重要 さは勿論、より広い会 としての働 き、かかわ りを模索する

段階に来たことを確認す る。又農業 の方 としても、一部の者にオンブ しっぱな しで、ー一人一人の

問題 になっていないことが指摘 され 、今年 これ らをどのよ うに解決 していくかが課題 となる。」

と記述 されている。 さらに1983年3月 の役員会でも、83年 度の基本方針 として、敢えて 「理念 、

基本の願 いを大切にする」 とい う一一項が述べ られている。同様に1984年4月 の例会における本年

度の基本方針 の第一項に、「ひか りの さと基本の願いの強調 と実行に努 める」 ことがいわれ㈲ 、

1985年 度の基本方針にも同様の項 目が記載 されているG5)。

このよ うな、「ひか りの さとの会」の例会や役員会において、その理念を堅持 してい くことが

ことさら強調 されてい ることは、先の会員の行事での集ま りが減少 してきて、「当初の会全体で

ぶつかった燃 えるようなとりくみが稀薄になってきた」 ことへの危惧の念が語 られていることと

連動 しているといえる。会員への意識の高揚 を年度の基本方針に上げなければな らない とい うこ

と自体、その理念の具現化が希薄化 してきたことを表 しているといえる。

おわ りに

かつて糸賀一雄は、近江学園での実践を通 して、「どんなに重い障害 をもっていて も、だれ と

とりかえることのできない個性的な自己実現 をしているものなのである。人間 と生まれて、その

人な りの人間となっていくのである。その 自己実現こそが創造であ り、生産である。…(略)… 重

症 な障害をもった この子達も立派な生産者であるとい うことを認めあえる社会をつ くろ うとい う

こと」を主張 し（16）、さらに 「この子 らを世の光に」 とい う名言を残 した ことは有名 である。そ

して近江学園での知的障害児の生活 を考えるとき、 日々の生活の柱 となったのが 「食事」であ り、

糸賀が重要視 していた部分であることは周知のごとくである。

「愛光園」は、この糸賀思想 をとその実践理念を継承 し大切に しつつ実践 を行 ってきた。そ し

てそれはより大きな形で 「ひか りの さとの会」として結実 し、その結果 によって、「ひか りの さ

と ・のぞみの家」や 「まぞか」をは じめとした、現在の社会福祉法人愛光園の基盤を形成 してき

たのである。

「ひか りの さとの会」の これまでの流れは前述 した通 りであ り、その変遷 を表 したのが末尾の

年表である。今回は会の設立以降最 も顕著な活動を行っていた1980年 代半ばまでの状況 について

検討 したものであるが、そこには、 「ひか りのさとの会」に込められた創設者皿井やその継承者

である廣瀬の実践理念 と障害者 とその家族を含んだ地域の人々との関わりにおける考え方を伺い

知ることができる。糸賀理念 を継承 しようとす る 「ひか りの さとの会」において、前述 したよ う

に、様々なところで、そこに込められた"思 い"が 表 されている。

「農業を重視 したこと」は、食事、すなわち 「生きること」を重視 したことに他な らない。ま

た障害者の 自己実現のできる場所 と しての 「施設でない施設」をめざした こと。そ してそこに

「人間としての理想郷」を思い描 いた発想は、かつて糸賀の継承者である田村一二が描 いた 「茗



荷村 」の発想 と重 な って くる ものが あ る。 そ して こ うした実践 の場 を構 築 しで い くた めに は 当然 、

多 くの人 々の理解 と協 力が不 可欠 で あ るが 、 「愛 光園 」設 立時 か ら様 々な 人 々の協 力 があ った こ

とは年表 か らも明 らかで あ る。 しか し、 この点 は今後 の研 究に よ る検証 を待 た なけれ ばな らない

が、 「ひか りの さとの会 」 が設 立後 さほ ど時 間 が経 たな い間 に、会 員数 の減 少 で あ った り、会 の

活 動 の停 滞減少 が見 られ るこ とは 、多 くの人 々の関 わ りと協力 があ った と して も、そ れ を継 続 さ

せ 、 時 には組織 してい くよ うな活動 が 、 「ひか りの さとの会」 に おい て十 分機 能 して い なか った

ことを物 語 ってい るの では ないか と懸念 され るの であ る。 つ ま り、周 囲 の人 々の協 力が散発 的 に

な って しま った こ とが 、そ の後 の 「ひ か りの さ との会」 の活動 とそ の方 向性 をあ る部分規 定 して

きた のでは ないか とい うこ とで あ る。

また 、皿 井は 「地域 を も変 え得 る力 となる こ とを 目指 した」 とあ るが 、現 在の 法人愛 光園 の有

り様 か らは、果 た して この願 いや 目的 は達成 で きた とい うこ とが で きるで あろ うか。 この点 につ

い て も、今 後の研 究 に よって 明 らか にな る こ とと考 え る。

1985年 頃 までの 動 向に つ いて 、周 囲の 協力者 の あ りよ うと共 に 、 「ひ か りの さ との会 」の 姿 を

追 って きたの であ るが 、現 在 の 「ひ か りの さ との会 」の抱 え る課題 と今 後 の 目指 すべ き方 向性 、

そ して現在 ま で、様 々な課題 を抱 えつつ も十分 にそれ を解 決で きず に きた 法人愛 光 園の有 り様 は、

この時期 の活動 の あ り方 に規 定 され て い るの では ないか と推 測 され るの で ある。 さらに年 代 を追

いつ つ、 「ひか りの さ との会 」 と法 人愛 光 園の検 討 が必要 とい える。 現在 、 法人愛 光 園は新 た な

法人組織 を 目指 して、新 しい取 り組 み を始 めてい る。 こ うした時期 だか らこそ、歴 史的 にその経

緯 を整 理 し、問題 の顕在 化 がいつ か らどの よ うな部 分 でお こって きたの か を明 らかに して して お

く ことが重 要 とい える。
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